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令和６年度の決算状況を公表します令和６年度の決算状況を公表します

一般会計の執行状況一般会計の執行状況

　令和６年度の一般会計決算額は、歳入総額で114億85万2千円となり、対前年度比24億9,518万 
1千円、28％の増となりました。主な要因としては、分担金及び負担金や繰入金で減となった一方で、
道支出金において、産地生産基盤パワーアップ事業補助金などの増により、対前年度比9億5,065万
6千円、109.9％の増、国庫支出金では、デジタル田園都市国家構想交付金などの増により、対前年
度比6億1,837万7千円、102.9％の増となったことによるものあります。
　町税については、市町村たばこ税で対前年度比95万9千円、1.4％の減となりましたが、町民税や
固定資産税は増となり、総額で対前年度比1,449万、1.2％の増となりました。
　町債については、プラザ緑風再整備事業などに関する辺地対策事業債の増などにより、対前年度比
6億4,104万3千円、115.1％の増となりました。
　また、歳出総額は108億7,408万9千円となり、対前年比24億2,064万4千円、28.6％の増となり
ました。主な要因については、維持補修費などにおいて、対前年度比で減となったものの、扶助費・
補助費が産地生産基盤パワーアップ事業補助金などの増により、対前年度比10億8,713万1千円、
47.1％の増、普通建設事業費が対前年度比11億8,137万3千円、83.7％の増となったことによるも
のです。

歳 入歳 入
114億85万円

歳 出歳 出
108億7,409万円

議会費

総務費

民生・衛生費

商工・労働費

農林業費

土木費

消防費

教育費

公債費

町税

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

道支出金

財産収入

町債

諸収入

その他

0 10 20 ）円億（030 10 20 30 ）円億（40

11億9,348万円
11億7,899万円

32億1,927万円
31億5,199万円

6,192万円
1億330万円

1億1,910万円
1億2,482万円

12億1,934万円
6億96万円

18億1,586万円
8億6,521万円

1億5,912万円
1億5,511万円

11億9,808万円
5億5,704万円

6億9,608万円
2億8,895万円

17億1,860万円
18億7,930万円

令和６年度

令和５年度

7,658万円
7,775万円

13億9,288万円
14億6,320万円

26億6,504万円
25億9,073万円

17億5,822万円
2億8,374万円

22億1,077万円
14億1,417万円

10億7,206万円
10億3,300万円

7億2,318万円
7億2,237万円

7億6,923万円
6億2,772万円

2億613万円
2億4,077万円

令和６年度

令和５年度
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令和６年度の決算状況を公表します令和６年度の決算状況を公表します

特別会計及び事業会計の執行状況特別会計及び事業会計の執行状況
区　　　　分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率歳入 歳出

国 民 健 康 保 険 事 業 11億2,773万円 11億1,205万円 98.6% 11億613万円 98.1%
後 期 高 齢 者 医 療 事 業   1億2,794万円 1億2,021万円 94.0% 1億1,841万円 92.6%
介 護 保 険 事 業   8億3,237万円 7億1,015万円 85.3% 6億3,254万円 76.0%
介 護 サ ー ビ ス 事 業   6億4,698万円 5億8,961万円 91.1% 5億8,268万円 90.1%
国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 9億8,073万円 9億9,002万円 8億3,271万円 84.9% 8億9,881万円 90.8%
資本的収支 1億1,663万円 1億4,289万円 1億1,662万円 100.0% 1億4,287万円 100.0%

簡 易 水 道
事 業

収益的収支 3億4,609万円 3億6,108万円 3億6,112万円 104.3% 3億4,824万円 96.4%
資本的収支 6,986万円 1億1,693万円 4,580万円 65.6% 9,201万円 78.7%

下水道事業 収益的収支 2億3,109万円 2億5,344万円 2億2,205万円 96.1% 2億3,813万円 94.0%
資本的収支 550万円 5,162万円 29万円 5.3% 4,574万円 88.6%

令和６年度の主な事業
【主要事業】
◎町道整備事業、橋梁長寿命化事業ほか 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《2億1,334万円》
◎公営住宅整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《1億3,210万円》
◎マイホーム建設支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《895万円》
◎土地改良事業基盤整備・・・・・・・・・・・・・・・・　《3億2,306万円》
◎多面的機能支払事業保全隊補助・・・・・・・・　《1億4,796万円》
◎しほろ温泉プラザ緑風施設再整備事業 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《14億9,701万円》
◎各種検定受検料助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《63万円》
◎高齢者等熱中症対策助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《476万円》
◎高齢者等移動支援事業助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《575万円》
◎高等学校修学援助事業【拡充】・・・・・・・・・・・・・・・・　《870万円》
◎予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《1,907万円》
◎学校給食費無償化事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《2,378万円》
◎こども家庭センターの開設・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《247万円》
◎新築工事実施設計委託事業 
　（認定こども園・発達相談センター）・・・・・・・・　《4,257万円》
◎町づくり協働推進事業・パートナーシップ推進事業 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《960万円》
◎奨学金返還支援助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　《24万円》
◎美濃市姉妹提携30周年記念事業・・・・・・・・・・・・・　《239万円》
◎ゼロカーボン推進に係る補助事業・・・・・・・・・・　《4,797万円》

しほろ温泉プラザ緑風施設再整備事業しほろ温泉プラザ緑風施設再整備事業

美濃市姉妹提携30周年記念事業美濃市姉妹提携30周年記念事業

公営住宅整備事業公営住宅整備事業
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町
の
財
政
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か

を
表
す
主
な
指
標
に
健
全
化
判
断
比
率

（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
）

並
び
に
資
金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
５
つ
の
指
標
か
ら
、
士
幌
町

の
財
政
状
況
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の「
実
質
赤
字
額
」を
町
の

標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
経
常
的
一
般
財
源（
町
税
、
普

通
交
付
税
な
ど
）の
規
模
を
表
す「
標
準

財
政
規
模
」で
除
し
た
比
率
で
、
町
の

一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
赤
字
の
解
消

が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
本
町
の
令
和

６
年
度
決
算
で
は
、
実
質
赤
字
額
は
生

じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
各
特
別
会
計
を

含
む
全
会
計
の
赤
字
や
黒
字
の
合
算
額

を
標
準
財
政
規
模
で
除
し
た
比
率
で
、

町
全
体
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
た

も
の
で
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
同
様
、
こ
の
比
率
が

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、令和６年度決算時における「健全化判断比
率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）」並びに「資金不足比率」をお
知らせします。

高
い
ほ
ど
赤
字
の
解
消
が
難
し
く
な
り

ま
す
が
、
本
町
の
令
和
６
年
度
決
算
で

は
、
連
結
実
質
赤
字
額
は
生
じ
て
お
り

ま
せ
ん
。

■
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
が
負
担
す
る
全
会
計
お
よ

び
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
元
利
償
還
金

を
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で

除
し
た
比
率（
３
ヵ
年
平
均
）で
、
借
入

金（
地
方
債
）の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に

準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
比
率
が
18
％
を
超
え
る
と
、
起

債（
借
金
）す
る
際
に
道
の
許
可
が
必
要

と
な
る「
許
可
団
体
」に
、
25
％
を
超
え

る
と
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
る「
早
期
健
全
化
団
体
」と

な
り
ま
す
。

　
本
町
の
比
率
は
、
８
・
８
％
で
、
前

年
度（
８
・
０
％
）と
比
較
し
て
０
・
８

ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

■
将
来
負
担
比
率

　
一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
を
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と

し
た
額
で
除
し
た
比
率
で
、
一
般
会
計

の
借
入
金（
地
方
債
）や
将
来
支
払
っ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時

点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
将
来
の
負
担
額

よ
り
も
そ
の
負
担
に
充
当
可
能
な
財
源

の
額
が
上
回
っ
て
お
り
、
将
来
負
担
比

率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の
不
足

額
が
、
事
業
規
模（
料
金
収
入
）に
対
し

て
ど
れ
だ
け
の
割
合
を
占
め
る
か
を
指

標
化
し
た
も
の
で
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

病
院
事
業
会
計
及
び
簡
易
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
流
動
負

債
よ
り
流
動
資
産
が
上
回
っ
て
い
る
た

め
、
資
金
不
足
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ

ん
。

　
左
頁
に
も
あ
る
と
お
り
、
令
和
６
年

度
決
算
に
基
づ
く
本
町
の「
健
全
化
判

断
比
率
」に
つ
い
て
は
、
前
年
度
ま
で

と
同
様
に
、
す
べ
て
の
指
標
に
お
い
て

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、「
資
金
不

足
比
率
」に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
会

計
で
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
る
良
好

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
基
準

を
超
え
な
い
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
財

政
の
健
全
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し
て
い
ま
す

士幌町財政健全化判断比率等の
公表について
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健全化判断比率
　令和６年度士幌町各会計の決算に基づき健全化判断比率を算定したところ、下表のとおり、いずれ
の指標についても早期健全化基準、財政再生基準を下回りました。
� （単位：％）

資金不足比率
　令和６年度士幌町各公営企業会計の決算に基づき資金不足比率を算定したところ、下表のとおり、
いずれの公営企業会計においても経営健全化基準を下回りました。
� （単位：％）

※実質赤字比率または連結実質赤字比率については、それぞれ赤字額がないため「－」と表示し、将
来負担比率については、将来の負担額よりもその負担に充当可能な財源の額が上回っており比率が
算定されないため「－」と表示しています。
※早期健全化基準：�基準値を１項目でも超過した場合、財政健全化団体として、自主的・計画的な財

政の健全化が求められる基準
※財政再生基準：�基準値を１項目でも超過した場合、財政再生団体として、国などの管理下で計画

的に財政の健全化を図ることが必要となる基準

※いずれの会計においても資金不足額がないため「－」で表示しています。
※経営健全化基準：�健全化判断比率における早期健全化基準に相当するもので、会計ごとに基準値を

超過した場合、自主的・計画的な財政の健全化が求められる基準

区　　分
算定結果

早期健全化基準 財政再生基準
令和６年度 令和５年度

実質赤字比率 － － １５. ０ ２０. ０

連結実質赤字比率 － － ２０. ０ ３０. ０

実質公債費比率 ８. ８ ８. ０ ２５. ０ ３５. ０

将来負担比率 － － ３５０. ０ ―

会計の名称
算定結果

経営健全化基準
令和６年度 令和５年度

国民健康保険病院事業会計 － －

２０. ００簡易水道事業会計 － －

下水道事業会計 － －

令和６年度決算に基づく士幌町の
健全化判断比率および資金不足比率について
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茶 

の 

間 

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間 

●ま
●ち
●の
●動
●き

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設

�

支
援
事
業
補
助
金

�

～
曽
我
恵
吾
さ
ん
・
室
本
真
宏
さ
ん
～

中
士
幌
児
童
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

�

エ
ア
コ
ン
贈
呈

�

～
一
般
財
団
法
人
似
鳥
財
団
～

　
８
月
19
日
、
町
内
で
住
宅
を
新
築
さ
れ
た
曽
我
さ
ん

へ「
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
補
助
金
」80
万
円（
う
ち
40

万
円
は
商
工
会
商
品
券
）が
髙
木
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
、

曽
我
さ
ん（
上
写
真
）は「
家
具
等
に
使
い
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
27
日
、
町
内
で
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
室

本
さ
ん
へ「
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
補
助
金
」65
万
円（
う

ち
32
万
５
千
円
は
商
工
会
商
品
券
）が
髙
木
町
長
か
ら

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
聞
い

て
み
る
と
室
本
さ
ん（
下
写
真
）は「
家
具
や
暖
房
に
使

い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
町

内
に
初
め
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
ち
、
10
年
以
上
定
住
さ

れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
補
助
制
度
等

の
詳
細
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
８
月
19
日
、
一
般

財
団
法
人
似
鳥
財
団

（
代
表
理
事
似
鳥
昭

雄
氏
）事
務
局
の
柿

崎
啓
志
氏
が
中
士
幌

児
童
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
来
所
し
、
６
月
に

中
士
幌
児
童
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
内
保
育
室（
午

睡
室
）に
設
置
さ
れ

た
エ
ア
コ
ン
の
現
場

を
視
察
し
、
贈
呈
プ

レ
ー
ト
を
貼
付
し
ま

し
た
。

　
今
回
は「
２
０
２
５
年
度
ニ
ト
リ
北
海
道
応
援
事
業
」

と
い
う
全
道
の
社
会
福
祉
施
設
を
対
象
に
エ
ア
コ
ン
設

置
の
支
援
を
行
う
事
業
に
、
本
町
の
子
育
て
支
援
事
業

を
委
託
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
温
真
会（
理
事
長

松
浪
浩
之
氏
）が
応
募
し
選
ば
れ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
実
現
し
ま
し
た
。

　
温
真
会
の
松
浪
智
子
事
務
長
は「
当
初
の
冷
房
が
劣

化
し
、
修
繕
に
も
費
用
が
か
か
る
た
め
応
募
し
た
。
近

年
北
海
道
も
と
て
も
暑
く
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
園

児
も
大
人
も
み
ん
な
喜
ん
で
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
柿
崎
さ
ん
は「
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
、
元

気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

～
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
～

　
８
月
20
日
、
士
幌
消
防
署
に
て
、
幼
年
消
防
防
火

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
幼
児
及
び
指
導
者
並
び
に
保

護
者
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
火
遊

び
火
災
の
防
止
な
ど
正
し
い
火
の
取
扱
い
や
消
防
の

仕
事
に
対
す
る
仕
事
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
今
回
は
上
居
辺
へ
き
地

保
育
所
の
幼
児
12
名
が
参
加
し
、
放
水
体
験
や
ミ
ニ

消
防
車
搭
乗
体
験
、
煙
体
験
で
、
消
防
士
の
仕
事
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
体
験
を
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
全
部
楽
し
か

っ
た
！
」「
煙
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
大
変
だ
っ
た
」「
み

ん
な
で
消
防
車
に
乗
れ
て
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
、

楽
し
み
な
が
ら
消
防
士
や
防
火
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

学
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
体
験
後
に
は
、
お
菓
子
ま
き
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝
か
せ

て
お
菓
子
を
と
り
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
消
防
士
に

よ
る
花
火
の
遊
び
方

の
講
義
を
受
け
、
身

近
な
火
の
危
険
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
幼
児
全

員
で「
絶
対
に
火
遊

び
は
し
ま
せ
ん
」と

防
火
の
誓
い
を
元
気

に
述
べ
て
い
ま
し
た
。

第
20
回
幼
年
消
防
防
火

�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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地
域
貢
献
活
動
に

�

感
謝
状
贈
呈

�

～
北
海
道
道
路
整
備
株
式
会
社
～

　
８
月
20
日
、
北
海
道
道
路
整
備
株
式

会
社
の
坂
本
芳
美
代
表
取
締
役
社
長
ら

が
役
場
を
訪
れ
、
髙
木
町
長
よ
り
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
に
は
、
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ

の
駐
車
場
白
線
塗
り
直
し
を
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
環
境
整
備
に
多
大
な
ご

尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

～
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
～

紺
綬
褒
章
を
受
章

�

～
加
納
文
一
さ
ん
～

　
８
月
26
日
、
紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
加
納
文
一
さ
ん
へ
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
私
財

を
寄
附
し
た
個
人
ま
た
は
団
体
が
、
天

皇
陛
下
よ
り
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

加
納
さ
ん
は
町
へ
多
額
の
寄
附
を
し
て

い
た
だ
き
、
こ
の
日
、
ご
自
宅
に
て
髙

木
町
長
か
ら
章
記
と
褒
章
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

加
納
さ
ん
は「
士
幌
町
の
町
並
み
が

薄
れ
て
い
っ
て
寂
し
い
。
少
し
で
も
助

け
に
な
れ
ば
と
思
い
、
寄
附
を
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

～
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
～

農
作
物
作
況
調
査
～
農
業
振
興
対
策
本
部
～

　
８
月
27
日
、
町
、
Ｊ
Ａ
士
幌
町
な
ど
７
団
体
で
構
成
す
る
農
業
振
興
対
策
本
部
の

農
作
物
作
況
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
作
況
に
つ
い
て
、
春
耕
期
は
、
曇
雨
天
が
続
き
圃
場
条
件
が
整
わ
ず
、
馬

鈴
し
ょ
、
て
ん
菜
と
も
に
７
日
か
ら
10
日
遅
い
植
付
開
始
と
な
り
、
て
ん
菜
の
直
播

で
は
発
芽
不
良
が
発
生
し
、
再
播
種
や
他
作
物
へ
転
換
す
る
圃
場
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
中
旬
～
６
月
下
旬
に
か
け
て
、
好
天
に
恵
ま
れ
平
均
気
温
が
高
く
、
適
度
に
降

雨
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
７
月
は
記
録
的
な
猛
暑
が
続

き
、
降
水
量
が
少
な
く
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
保
水
力
の
低
い
土
壌
を
中
心
と
し
て
、

各
作
物
で
茎
葉
の
枯
れ
あ
が
り
、
下
葉
の
落
葉
、
生
育
停
滞
、
要
素
欠
乏
な
ど
の
干

ば
つ
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
以
降
は
、
曇
雨
天
が
続
き
、

平
均
気
温
が
高
い
も
の
の
寡
照
に
よ
り
、
豆
類
を
中
心
に
徒
長
お
よ
び
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
よ
る
倒
伏
が
散
見
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
高
温
多
湿
に
よ
り
各
種
病
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
小
麦
の
収
穫
は
７
月
17
日
か
ら
受
入
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
好
天
に
恵
ま
れ
、
一

気
に
収
穫
作
業
が
進
み
ま
し
た
。
刈
り
取
り
水
分
も
低
い
状
況
で
、
24
日
に
収
穫
終

了
、
７
月
28
日
に
受
入
完
了
。
き
た
ほ
な
み
一
般
・
種
子
、
個
人
乾
燥
分
を
含
め
た

総
合
計
の
乾
麦
推
定
反
収
は
11
．
80
俵
と
前
年
の
11
．
74
俵
に
対
し
０
．
06
俵
上
回

り
、
粗
原
反
収
と
し
て
は
平
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

《作況調査のまとめ》
小麦 �  やや良
馬鈴しょ �  並
てん菜 �  やや良
大豆 �  やや良
小豆 �  やや不良
菜豆類 �  やや良
牧草 �  やや不良
デントコーン �  やや良
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敬
老
祝
い
金
贈
呈

�

～
渡
邉
芳
さ
ん
～

　
８
月
29
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ほ
ほ
え
み
に
て
、
９
月
１
日
に
100
歳
を

迎
え
ら
れ
る
渡
邉
芳
さ
ん（
大
正
14
年

生
ま
れ
）に
髙
木
町
長
か
ら
敬
老
祝
い

金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
芳
さ
ん
は
国
後
生
ま
れ
。
戦
時
中
、

国
後
で
の
戦
争
が
ひ
ど
く
な
る
と
聞
き

根
室
に
避
難
し
、
親
族
の
い
る
厚
岸
町

に
転
居
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
結
婚

を
機
に
秋
田
へ
移
り
住
み
、
３
人
の
子

ど
も
に
恵
ま
れ
、
子
ど
も
が
小
さ
い
と

き
に
北
海
道
へ
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
当
日
は
、
ご
家
族
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
祝
い
金
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

　
芳
さ
ん
に
長
生
き
の
秘
訣
を
聞
い
て

み
る
と「
な
ん
で
も
食
べ
て
よ
く
寝
る
！
」

と
話
し
て
い

ま
し
た
。
次

女
の
渡
邊
さ

ん
、
三
女
の

加
藤
さ
ん
は

「
本
当
に
す

ご
い
と
思
い

ま
す
。
100
歳

お
め
で
と
う
」

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

～
100
歳
の
お
誕
生
日�

�
�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
～

防
災
教
室

�

～
士
幌
町
中
央
中
学
校
～

　
９
月
４
日
、
上
居
辺
小
学
校
に
て
華

道
家
池
坊
帯
広
支
部（
支
部
長
對
馬
多

喜
子
）の
副
支
部
長
原
田
憲
子
さ
ん
と

元
上
居
辺
小
教
諭
の
中
村
久
美
子
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
今
年
で
８
回
目
と
な

る
生
け
花
教
室
が
実
施
さ
れ
、
18
名
の

児
童
が
指
導
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く
生

け
花
を
し
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
か
ら
花
の
選
び
方
や
切
り

方
、
飾
り
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
児

童
た
ち
は
、
色
や
大
き
さ
な
ど
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
、
先
生
方
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
、
各
自
綺
麗
に
見
え
る

よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
楽
し
く
生
け

ま
し
た
。

　

最
後
に
児
童
か
ら
は「
先
生
の
言
わ

れ
た
と
お
り
に
や
っ
て
み
る
と
、
す
ご

く
綺
麗
な
お
花
が
で
き
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が

っ
た
作
品
は

学
校
玄
関
入

り
口
に
お
客

様
を
も
て
な

す
よ
う
に
展

示
さ
れ
ま
し

た
。

　
９
月
２
日
、
中
央
中
学
校
に
て
、
町

総
務
課
の
嵯
峨
勉
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
よ
る
防
災
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
講
話
の
中
で
嵯
峨
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

能
登
半
島
の
被
災
状
況
や
士
幌
町
に
発

生
し
え
る
大
規
模
地
震
な
ど
を
話
し
、

実
際
に
非
常
持
ち
出
し
品
を
実
際
に
展

示
し
紹
介
し
ま
し
た
。

　

棚
橋
い
ち
か
さ
ん（
１
年
）は「
実
際

に
起
き
た
と
き
の
こ
と
、
重
要
な
こ
と

な
ど
の
話
し
を
聞
け
て
良
か
っ
た
。
家

に
帰
っ
て
か
ら
家
族
と
今
日
の
こ
と
を

話
し
て
災
害
に
備
え
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

柏
樹
学
級

�

日
帰
り
研
修
旅
行

生
け
花
体
験
教
室

�

～
上
居
辺
小
学
校
～

　
９
月
５
日
、
柏
樹
学
級
生
28
名
が
美

瑛
町
、
富
良
野
市
を
訪
れ
様
々
な
体
験
、

見
学
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
美
瑛
町
の「
四
季
彩
の
丘
」を

見
学
し
、
こ
の
時
季
な
ら
で
は
の
景
色

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は「
ふ

ら
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
」で
職
員
の
方
か
ら

ワ
イ
ン
の
作
り
方
な
ど
ワ
イ
ン
の
こ
と

に
つ
い
て
実
際
に
樽
や
工
場
を
見
な
が

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
昼
食
は「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
」で

か
み
ふ
ら
の
ポ
ー
ク
100
％
の
ハ
ン
バ
ー

グ
な
ど
地
場
産
品
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。

　
最
後
は「
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
」に
立
ち

寄
り
、
富
良
野
な
ら
で
は
の
特
産
品
を

見
た
り
買
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

学
級
生
は「
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

何
よ
り
ご
飯
が
美
味
し
か
っ
た
。
ま
た

行
き
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

�

感
謝
状
贈
呈
式

�
～
北
王
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
～

全
道
大
会
出
場
報
告
＆
入
賞
‼

�

～
士
幌
陸
上
ク
ラ
ブ
～

　
９
月
３
日
、
北
王
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会

社（
石
川
健
司
代
表
取

締
役
）の
国
澤
敦
常
務

取
締
役
へ
、
髙
木
町
長

が
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
す
る
感
謝
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
社
か
ら
は
、
令
和

６
年
度
に
続
き
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
100
万
円
を
寄
附
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
澤
常
務
取
締
役
は「
北
王
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
SDGs
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
DX
、
会
社
ビ
ジ
ョ
ン
、
技

術
の
継
承
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
や
、
北
王
グ
ル
ー
プ
で
は
、
CO2

削
減
に
よ
る
持

続
可
能
な
環
境
を
目
指
し
て
、
森
林
を
造
る
活
動
な
ど

社
会
貢
献
活
動
の
推
進
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

士
幌
町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
対
す
る
取
り
組
み
に
賛
同

し
寄
附
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
髙
木
町
長
は「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は
本
町
に
お
い
て
重

要
な
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
た
め
、
大
変
あ
り
が
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は「
安
心
し
て
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
事
業（
再
エ
ネ
導
入
促

進
事
業
）」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

９
月
４
日
、
日
清
食
品
カ
ッ
プ
北
海
道
小
学
生
陸
上

競
技
交
流
大
会 

兼 

第
43
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技

大
会（
９
月
14
日
苫
小
牧
市
開
催
）に
出
場
す
る
士
幌
陸

上
ク
ラ
ブ
の
佐
藤
奈
穂
さ
ん（
士
幌
小
６
年
）、
大
野
蓮

之
佑
さ
ん（
上
居
辺
小
５
年
）、
飯
島
健
心
さ
ん（
士
幌

小
５
年
）、
松
山
開
晴
さ
ん（
同
５
年
）、
上
野
光
輝
さ

ん（
同
５
年
）が
監
督
の
小
野
寺
務
さ
ん
と
と
も
に
教
育

委
員
会
を
訪
れ
土
屋
教
育
長
に
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
砲
丸
投
に
出
場
す
る
佐
藤
さ
ん
は「
８
ｍ
45
cm
を
出

せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」、
小
学
５
年
男
子
400
ｍ
リ

レ
ー
に
出
場
す
る
上
野
さ
ん
は「
み
ん
な
で
協
力
し
て

一
位
を
目
指
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
輝
か
し
い

成
績
を
残
し
、
入
賞
し
ま
し
た
!!（
敬
称
略
）

●
小
学
５
年
男
子
1500
ｍ

　
大
野
蓮
之
佑�

第
１
位

　
松
山
開
晴�

第
３
位

●
小
学
５
年

�

男
子
400
ｍ
リ
レ
ー

　

�

上
野
、
飯
島
、
松
山
、

大
野�

第
３
位

●
小
学
５
年
男
子
走
幅
跳

　
飯
島
健
心�

第
８
位

●
小
学
６
年
女
子
砲
丸
投

　
佐
藤
奈
穂�

第
３
位

　

９
月
６
日
、
遊
～
遊
～
村（
中
士
幌
西
２
線
80

－

25
）で「
こ
ど
も
ま
つ
り
」が
中
士
幌
児
童
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
め
る

「
Ｖ
Ｒ
ゲ
ー
ム
体
験
」や「
マ
シ
ュ
マ
ロ
ス
ラ
イ
ム
作
り
」

な
ど
様
々
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
屋
台
も
軒

を
連
ね
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
一
緒
に
い
る

大
人
も
楽
し
く
各
コ
ー
ナ
ー
や
屋
台
を
回
り
、
体
験

や
食
べ
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
町
内
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
ダ

ン
ス
や
バ
ト
ン
、
士
幌
町
中
央
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

の
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
を
一
段
と
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
行
わ
れ
た
大
抽
選
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
喜
ぶ
景
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
自

分
の
番
号
が
呼
ば
れ
る
よ
う
に
祈
り
な
が
ら
、
ハ
ラ

ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
つ
つ
、
当
た
っ
た
人
も
当
た
ら
な

か
っ
た
人
も
抽
選
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
10
回
こ
ど
も
ま
つ
り

�

～
中
士
幌
児
童
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
～
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5,631人（－99） 男2,783人（－55） 女2,848人（－44） 世帯2,754（7）
� ※８月末現在（　）は前年比人の動き

士
幌
高
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

中
学
生
芸
術
鑑
賞
事
業

～
は
じ
め
て
の
歌
舞
伎

�

鑑
賞
教
室
～

第
30
回
海
外
文
化
交
流
事
業 

�

米
国
派
遣
表
敬
訪
問
！

�

～
士
幌
高
校
～

　
９
月
11
日
、

海
外
文
化
交
流

事
業
と
し
て
９

月
17
日
か
ら
26

日
ま
で
ア
メ
リ

カ
コ
ロ
ラ
ド
州

に
派
遣
さ
れ
る

生
徒
７
名
が
役

場
を
訪
れ
、
髙
木
町
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　
30
回
目
と
な
る
こ
の
事
業
は
、
同

州
の
高
校
で
授
業
見
学
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
を
経
験
し
、
将
来
地
域
産

業
人
と
な
る
た
め
の
視
野
を
広
め
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

髙
木
町
長
は「
ア
メ
リ
カ
の
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
皆
さ
ん
の
人
生
に

と
っ
て
大
き
な
経
験
と
宝
に
な
る
と

思
う
。
成
長
し
た
皆
さ
ん
の
姿
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」と
激
励
し
ま

し
た
。

　

派
遣
さ
れ
る
奥
祐
大
郎
さ
ん（
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科
２
年
）は「
海
外
の

友
人
を
作
る
!!
多
く
の
こ
と
に
挑
戦

す
る
!!
」、
兒
玉
実
久
さ
ん（
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
科
２
年
）は「
リ
ス
ニ
ン
グ

ス
キ
ル
を
高
め
る
!!
国
々
の
違
い
に

つ
い
て
知
る
!!
」と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　
９
月
12
日
、
士
幌
高
校
に
て
、
中

学
２
、
３
年
生
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル（
一
日
体
験
入
学
）が
実
施

さ
れ
、
48
名
の
中
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
始
め
に
、
体
育
館
で
農
業
ク
ラ
ブ

執
行
部
が
学
校
紹
介
を
行
い
、
授
業

見
学
を
し
、
午
後
か
ら
は
学
科
体
験

で
圃
場
や
牛
舎
、
加
工
施
設
な
ど
を

回
り
ま
し
た
。
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科

で
は
、
草
花
部
門
、
環
境
部
門
、
畜

産
部
門
の
３
つ
の
班
に
分
か
れ
、
ハ

ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
や
薪
割
り
体
験
、

牛
と
の
触
れ
合
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
科
で
は
、
肉
加

工
部
門
と
農
産
加
工
部
門
に
分
か
れ
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
や
ど
ら
焼
き
作
り

を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た

中
学
生
は「
綺

麗
な
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
が
作

れ
て
嬉
し
い
」

「
ソ
ー
セ
ー

ジ
美
味
し
か

っ
た
！
」と
話

し
て
い
ま
し

た
。

　
９
月
12
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
に
て
、
中
学
生
の
芸
術
鑑
賞
事

業
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伝
統
文
化

み
ら
い
塾
に
よ
る「
は
じ
め
て
の

歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
」が
開
催
さ
れ
、

士
幌
町
中
央
中
学
校
の
生
徒
と
一

般
来
場
者
約
150
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
同
法
人
代
表
の
立

花
志
十
郎
さ
ん
の
説
明
の
も
と
、

木
刀
を
用
い
た「
立
ち
廻
り
体
験
」

や
、
生
徒
が
隈
取
り
を
実
際
に
し

て
も
ら
う「
化
粧
実
演
」な
ど
を
通

し
て
、
歌
舞
伎
の
基
本
的
な
こ
と

や
大
切
な
要
素
に
つ
い
て
学
ぶ
と

と
も
に
、
長
唄
三
味
線
の
演
奏
や

演
目「
日
本
一
の
桃
太
郎
」「
五
条
橋
」

を
鑑
賞
し
、
歌
舞
伎
の
奥
深
さ
や

面
白
さ
を
来
場
者
は
肌
で
感
じ
て

い
ま
し
た
。

着
衣
泳
体
験
会

�
～
士
幌
町
民
プ
ー
ル
～

　
９
月
10
日
、
士
幌
町
民
プ
ー
ル
に

て
、
着
衣
泳
体
験
会
が
株
式
会
社
オ

カ
モ
ト（
代
表
取
締
役
岡
本
謙
一
）主

催
で
行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

の
計
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
社
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
講
師
の
日

本
赤
十
字
社
水
上
安
全
法
指
導
員
の

三
間
順
一
さ
ん
か
ら「
お
ぼ
れ
た
時

は
浮
い
て
待
つ
こ
と
が
大
切
」「
人
が

お
ぼ
れ
て
い
て
も
泳
い
で
助
け
に
行

か
な
い
」な
ど
の
自
分
の
命
を
守
る

方
法
、
他
人
の
命
を
守
る
方
法
の
説

明
を
受
け
、
参
加
者
は
実
際
に
着
衣

の
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
り
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
を
用
い
な
が
ら
そ
れ
ら
を
学

び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
非
常
に
た
め
に
な
っ
た
。

先
生
の
言
う
と
お
り
に
す
る
と
き
ち

ん
と
浮
く
こ
と
が
で
き
た
。
い
ざ
そ

う
い
う
時
に
な
る
と
焦
る
と
思
う
が
、

冷
静
に
今

日
学
ん
だ

こ
と
を
活

か
し
た
い
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
本
美
濃
紙

の
製
作
技
術
を
伝
承
し
よ
う
と
、
本
美
濃
紙
保
存
会
に
よ
る

研
修
会
が
18
日
か
ら
27
日
ま
で
、
和
紙
の
里
わ
く
わ
く
フ
ァ

ー
ム
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
本
美
濃
紙
」は
、
原
料
や
製
作
過
程
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な

条
件
が
あ
り
ま
す
。
条
件
を
満
た
し
た
品
質
が
良
い
本
美
濃

紙
を
す
く
た
め
に
、
研
修
生
は
原
料
の
水
ざ
ら
し
か
ら
和
紙

の
選
別
ま
で
の
行
程
を
じ
っ
く
り
と
学
び
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
参
加
者
た
ち
は
保
存
会
会
員
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
原
料
の
コ
ウ
ゾ
か
ら
ゴ
ミ
な
ど
を
取
り
除
く「
ち

り
と
り
」の
作
業
や
紙
漉
き
を
行
い
ま
し
た
。

本美濃紙製作技術研修会が
行われました

▲ちりとり作業
▼紙漉きの様子

連絡先　総務課　電話５－５２１１

　８月19日・21日・27日の３日間、特別養護老人ホームにて、大規模な自然災
害が発生した際に備え、災害時の初動対応研修（グループワーク）が行われました。
　今回は、町内に能登半島地震と同じような冬季における大規模地震（震度６強）
が発生したことを想定し、施設勤務者として「どのようにして入所者の命の安全と、生活維持を
行っていくか？」をテーマとしました。特に①「職員の初動対応（入所者の安全をどう確保するか？）」、
②「入所者の生活維持の図り方」、③「職員の役割分担」などについて、グループ検討や意見交換が
行われました。
　参加した職員は、入所者の安全確保を第一義とした活発な意見を交わし、皆真剣に取り組んで
いました。
　今回、地域防災マネージャーとしてオブザーバー参加しましたが、大規模地震においては過去の
例から余震や後発地震など長期的な視点と、正しい情報の収集要領にも留意する必要性を感じました。
　研修の最後に福田剛大施設長が本訓練の成果を述べ、ＢＣＰ（事業継続計画）を意識した行動の
重要性などを強調していました。

【活発に意見を交わす職員】 【講評等を延べる福田施設長・企画した職員】

嵯峨地域防災
マネージャ―

防
ぼう

災
さい

だより ～特別養護老人ホーム～
Disaster  prevention
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　介護保険制度は2000年４月にスタートし、今年で25年が経ちました。2025年は団塊の世代
が75歳の後期高齢者になる年です。少子高齢化が進み、日本の介護が危機的状況にあることも
みえてきました。高齢者が住み慣れた地域で暮らしていくためには、これまで家族が担ってい
た役割をフォローするしくみが必要です。そこで地域が一丸となって高齢者の生活を支えると
いう考え方が生まれました。これを地域包括ケアシステムといいます。具体的には、必要なサ
ービスが提供できるように、地域の特性に応じて介護・医療・生活支援・住まい・予防・福祉
の担当者が横のつながりをもって連携します。以下は、士幌町の取り組みと相談窓口です。

健康ニュース健康ニュース

地域包括ケアシステム

住まい
自宅
高齢者向けの住宅を整備
（見守り付き住宅、ケア
ハウスなど）

元気で暮らすための生活支援
運動教室・健康講座・サロン
救急医療情報キットの設置
配食サービス（社会福祉協議会）
町内会活動など

介護予防
高齢者向けの体操教室や要介護化
を防ぐ事業（地域包括支援センタ
ー）
健康相談（総合福祉センター内）

病気になったら
かかりつけ医
訪問診療・訪問看護（士幌町国保
病院）

相談やサービスの調整を行う
地域包括支援センター・社会福祉
協議会・居宅介護支援事業所（総
合福祉センター内）

介護が必要になったら
デイサービス・ヘルパー（愛風会）
ショートステイ（特別養護老人ホ
ーム）の利用
グループホーム（ひまわり・笑顔）
など

お気軽にご相談ください。
◆士幌町役場保健福祉課◆　地域包括支援センター・介護計画係（総合福祉センター）
� 電話５－２１８８
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特養だより

連絡先　認定こども園なかよし　幼児教育課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

中庭の菜園で収穫体験をしました！
　３ヶ月ほど前に中庭に植えたトマトやキュウリなどの野菜が元気に育ち、先日、利用者様の皆
様と一緒に収穫を行いました。
　「立派にできたね」「昔は～を育てたんだよ」と昔の思い出話で会話も弾み、収穫の喜びを分かち
合うことが出来ました。とれたての野菜は新鮮で、皆様の笑顔とともに美味しくいただきました。

こころの動く人形劇� 士幌町認定こども園長　渋谷　浩
　今年も「人形劇団えりっこ」さんが来園。認定こども
園と上居辺保育所の園児たちが、お二人の紡ぎだす“こ
ころの動く人形劇”を堪能しました。
　一作目は「おひさま」。女の子におひさまをとってほしいと頼まれた
男の子が大奮闘。お部屋におひさまを置いておくと町中真っ暗に。や
っぱり、おひさまをお空に返してあげると花が咲き平和なまちに戻り
ました。０～２歳児クラスのみんなも楽しむことができました。二作
目は「のんのんのんたとちびうさぎ」。きつねののんたが、親分に差し

出すためにちびうさぎを大きく育てて…。
でも、二人に友情が芽生えて一緒に幸せ
に暮らすことになったのでした。
　機材のセッティング、照明、音響、全
てお二人で演じ切る「えりっこ」さんには、
毎回感動をいただきます。まさに“ここ
ろの動く”時間を、子どもたちと一緒に
過ごすことができました。ありがとうご
ざいました。

【おひさま】

【のんのんのんたとちびうさぎ】 【ふれあいタイム】
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目の健康を守るために
　　〜緑内障をご存じですか？〜

○ 緑内障とは？
　眼圧が高いことなどが原因で視神経に障がいが起こり、
視野が少しずつ狭くなる病気です。
　初期には自覚症状がほとんどありません。
　40歳以上の20人に１人が緑内障といわれています。
　日本人の失明原因の第１位です。

○ 放っておくとどうなる？
　一度失った視野は元に戻せません。最終的には視力も失ってしまうことがあります。
　早期発見・早期治療で進行を防ぐことが大切です。

○ こんな方は検診をおすすめします

○ 検査と治療
　検査　視力検査、眼圧測定、眼底検査（視神経の形を確認）、視野検査
　治療　点眼薬で眼圧を下げるのが基本です。状況によりレーザー治療・手術を行うこともあります。
　　　　早く見つければ、進行を抑え「見える生活」を保てます。

○ 予防と治療の第一歩は「早めの受診」
　「見えるから大丈夫」と思っていても、知らないうちに進んでいるのが緑内障です。
　年に一度は眼科で検診を受けましょう。

毛様体で作られた目の中の水分（房水）はシュレム管へと流出する。
房水の排出される量が少なくなると眼圧が上がる。
眼圧が高い状態が続くと視神経に障がいが起きて、視野障がいを生じる。

鼻側の上のあたりから視野が狭くなっていき、緑内障が進行すると、中心部分に見えない範囲が
広がっていく。

緑内障による視野障がいの進行

正 常 初 期 中 期 後 期

◦　40歳以上の方	 ◦　家族に緑内障の方がいる
◦　強い近視がある　　　　　◦　健診で眼圧が高いと言われた

病院病院だよりだより病院病院だよりだより

眼　　科■毎週木曜日午前（受付時間　８：40～11：30）
　　　　　※ご予約なしで受診できます。
担当医師■長

は
谷
せ
敬
けい
太
た
郎
ろう
（北海道大学眼科学教室特任助教／日本眼科学会認定専門医）

士幌町国民健康保険病院
眼科　長

は
谷
せ
　敬
けい
太
た
郎
ろう

（北海道大学眼科学教室より）

眼球の構造

Copyright: Santen Pharmaceutical Co., Ltd.
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安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

秋
の
安
全
対
策

　
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
か
月
間
、

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
よ
る
交
通
量
の

増
加
と
農
作
物
等
の
貨
物
輸
送
の
急
増

等
に
よ
り
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
８
月
末
現
在
、
北
海

道
全
体
の
死
亡
事
故
者
数
は
73
人
で
前

年
比
５
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
帯
広

警
察
署
管
内
で
は
交
通
事
故
死
者
数
は

６
人
で
前
年
と
同
数
で
す
が
、
啓
発
活

動
や
重
大
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
交
通

違
反
の
取
締
り
な
ど
が
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
注
意
と
安
全
運
転
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

歩
行
者
の
安
全
な
道
路
横
断
方
法
等

の
実
践
と
反
射
材
用
品
や
明
る
い
目

立
つ
色
の
衣
服
等
の
着
用
促
進 

●�

な
が
ら
ス
マ
ホ
や
飲
酒
運
転
等
の
根

絶
と
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進 

●�

自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の

徹
底
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進 

●
バ
イ
ク
の
交
通
事
故
防
止

●�

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
徹
底

入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
対
象
者
に
限
り
ま
す
。

①�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し
て
い

る
こ
と

②
町
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
町
内
の
販
売
店
で
購
入
す
る
こ
と

※�

申
請
書
は
次
の
販
売
店
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

●
デ
ン
キ
プ
ラ
ザ
マ
ツ
オ
カ　
●
コ
ス

モ
ス
ベ
リ
ー
ズ
道
東
士
幌
ア
ス
ポ
店　

●
Ｊ
Ａ
農
業
資
材
館　
●
末
永
金
物
店

●
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ニ
コ
ッ
ト
士
幌
店

（
町
内
他
店
か
ら
の
購
入
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
生
活
環
境
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
）

※�

販
売
店
か
ら
申
請
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

生
活
環
境
係
ま
で
申
請
く
だ
さ
い
。

 

助
成
額

▼
コ
ン
ポ
ス
ト
・
Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ 

　

�

購
入
価
格
の
５
分
の
４（
百
円
未
満

切
捨
て
）　
上
限
６
千
円 

▼
生
ご
み
乾
燥
処
理
機（
電
気
式
） 

　
�

購
入
価
格
の
５
分
の
４（
百
円
未
満

切
捨
て
）　
上
限
５
万
円

※�
１
申
請
の
単
位
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
１

個
、
Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
２
個
、
生
ご
み
乾

燥
処
理
器
１
台
で
す
。

※�

１
世
帯
に
つ
き
、
次
の
申
請
回
数
を

限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

▼
コ
ン
ポ
ス
ト
・
Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ�

２
回

▼
生
ご
み
乾
燥
処
理
機�

１
回

▼
薄
暗
い
帰
り
道
に
要
注
意

　
こ
ど
も
の
犯
罪
被
害
は
、
午
後
２
時

～
６
時
、
下
校
時
間
の
時
間
帯
に
多
く

発
生
し
ま
す
。

　
慣
れ
た
道
で
も
、
暗
く
な
れ
ば
電
柱

や
車
の
陰
な
ど
に
誰
か
が
潜
ん
で
い
て

も
気
づ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
不
審
者
へ
の
対
策
と
し
て
、
ご
家
庭

で「
い
か
の
お
す
し
」に
つ
い
て
、
改
め

て
話
し
合
う
と
と
も
に
、「
子
供
１
１
０

番
の
家
」に
は
、
黄
色
の
の
ぼ
り
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
逃
げ
込
む
場
所
と
し
て
、
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
次
の
項
目
に
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●�

知
っ
て
い
る
人
で
も
、
１
人
で
は
つ

い
て
い
か
な
い

●�

防
犯
ブ
ザ
ー
や
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
を

使
っ
て
大
き
な
音
を
出
す

●�

近
所
で
人
目
の
つ
か
な
い
場
所
が
あ

れ
ば
近
づ
か
な
い

生
ご
み
処
理
容
器
等

購
入
費
の
助
成

　
ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
利
用
を
推
進

す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
等
の
購

※�

令
和
６
年
度
に「
生
ご
み
乾
燥
処
理

器
」の
助
成
を
う
け
て
い
る
場
合
は
、

５
年
後
の
申
請
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　
８
月
は
前
年
同
期
と
比
較
し
、
ご
み

の
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
と
し
て
分
別
で
き
る
も
の
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
等
へ
持
ち
込
む
な
ど

『
ご
み
の
減
量
』に
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和７年８月分 前年同期 増減

燃やせるごみ 79,650 86,380 -7.79%
燃やせないごみ 14,330 11,580 23.75%
合計 93,980 97,960 -4.06%
町民一人当たり
のごみの量 5,631 16.7 5,730 17.1

資源ごみ 37,764 52,476 -28.04%

ごみに関するお問い合わせは、役場生活環境係（町民課直通）� �
☎︎⑤５２３１までお願いします。

今月のごみ指数� 単位：kg
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二次元コード　学校HP

いま、士幌高校ではいま、士幌高校では

◆農業クラブ３大事業　全道大会開催
１　全道技術競技大会
（岩見沢市　北海道岩見沢農業高等学校にて開催）
　８月７～８日に開催した大会に16名が参加しました。そ
のうち、家畜審査競技会（乳牛）でアグリビジネス科１年大沢　
杏莉さんが全道一となる最優秀賞に輝きました。
２　全道実績発表大会
（留萌管内遠別町　北海道遠別農業高等学校にて開催）
　８月20～22日、道北の遠別町で開催され、士幌高校から
は２つのプロジェクト班と農業クラブ執行部が参加しました。
そのうち環境専攻班が優秀賞となりました。
全道実績発表大会結果
プロジェクト発表分野Ⅱ類　優秀賞
持続可能な地域環境を目指して～防風林の未利用資源活用～
発表者　酒井 悠名（アグリビジネス科３年）西  風李（同２年）
補助者　光澤 蒼惺（アグリビジネス科２年）田中 蓮音（同２年）

３　全道意見発表大会（後志管内　北海道留寿都高等学校にて開催）
　８月28日、留寿都村で開催された全道意見発表大会では、本校から２名が参加し、フードシステム
科３年西潟 孝司さんが優秀賞を獲得しました。地域への思いを全道に向け堂々と発表してきました。
全道意見発表大会結果
分野Ⅲ類　優秀賞
西潟　孝司（フードシステム科３年）
発表題目　�士幌町の活気を取り戻せ！～一村一品

運動を主体とした地域活性化計画～ ○いじめアンケート� １日
○見学旅行� ７～10日
○北海道農業高校収穫祭 in イオン	�  12日
○役員選挙� 16日
○学校説明会� 17日
○公開授業週間� 20日～11／7
○農業クラブ全国大会（山梨大会）� 22～23日

【10月の予定】※変更になる場合があります。

　天気の良い日は空が高く感じられ北から涼しい風が吹くようになり、
士幌高校でも少しずつ秋の気配を感じます。今年の夏はまさに猛暑。
夏休み中、生徒たちは農業クラブの全道大会出場に向けた練習や学習、
進路活動や各専攻班の実践研究、部活動など、自ら目標を掲げ、そ
の達成に向け、それぞれ充実した夏を過ごすことができていたよう
です。９月で前期が終わり、10月から折り返しとなる後期が始まり
ます。引き続き充実した学校生活を目指します。（９月１日現在）

技術競技大会結果

○全道
　最優秀賞　家畜審査競技会（乳牛）
　大沢　杏莉（アグリビジネス科１年）

○東北海道連盟
　最優秀賞　農業鑑定競技会　食品
　西潟　孝司（フードシステム科３年）

　優秀賞　農業鑑定競技会　作物
　森下　音羽（アグリビジネス科３年）

　優秀賞　農業鑑定競技会　畜産
　酒井　悠名（アグリビジネス科３年）

　優秀賞　農業鑑定競技会　食品
　山岸  美月（フードシステム科２年）
　佐々木　紗和（フードシステム科３年）

　優秀賞　平板測量競技
　田中　零音（アグリビジネス科３年）
　田中　蓮音（アグリビジネス科２年）
　光澤　蒼惺（アグリビジネス科２年）
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の教

窓育

士幌町教育委員会

【
児
童
・
生
徒
質
問
紙
調
査
】

○�「
同
じ
時
刻
に
寝
て
い
る
」「
同
じ
時

刻
に
起
き
て
い
る
」「
毎
日
朝
食
を
食

べ
て
い
る
」な
ど
の
基
本
的
な
生
活

習
慣
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
の
家
庭

に
お
い
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

○�

い
じ
め
に
関
し
て
、
小
・
中
学
生
と

も
に
９
割
以
上
が「
い
じ
め
は
ど
ん

な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と

だ
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

○�

小
・
中
学
生
と
も
に「
地
域
の
大
人
に
、

授
業
や
放
課
後
等
で
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
、
体
験
活
動
に
関
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
あ
る
」割
合
が
全
国
平
均
よ

り
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○�

自
己
肯
定
感
に
つ
い
て
の「
自
分
に

は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」割
合
は
、

小
学
生
が
全
国
平
均
と
同
等
で
高
く
、

中
学
生
は
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○�「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
」

は
、
小
・
中
学
生
と
も
に
９
割
を
超

え
て
い
ま
す
。
小
学
生
の「
人
が
困

っ
て
い
る
と
き
は
進
ん
で
助
け
る
」

も
９
割
以
上
と
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

○�「
平
日
の
家
庭
学
習
の
時
間
」に
つ
い

て
、
小
学
生
は「
１
時
間
以
上
」の
割

合
が
低
く
、「
30
分
以
下
及
び
全
く
し

な
い
」の
割
合
が
高
く
、
家
庭
学
習

の
時
間
が
短
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
小
学
校
　
学
力
調
査
】

○�

各
教
科
の
平
均
正
答
率
は
、
国
語
と

算
数
は
全
国
・
全
道
平
均
を
下
回
り
、

理
科
に
つ
い
て
は
上
回
り
ま
し
た
。

○�

観
点
別
集
計
の
理
科
は「
知
識
・
技
能
」

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」と
も
に
全
国
・

全
道
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
国
語
・

算
数
は「
知
識
・
技
能
」は
全
国
平
均

を
下
回
り
ま
し
た
が
、
全
道
平
均
と

同
等
、「
思
考
・
判
断
・
表
現
」は
全
国
・

全
道
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

○�
各
教
科
で
の「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

の
能
力
を
育
む
た
め
に
、
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
、
交
流
場
面
で
表
現
す

る
学
習
活
動
の
設
定
に
課
題
が
あ
り

ま
す
。

【
中
学
校
　
学
力
調
査
】

○�

各
教
科
の
平
均
正
答
率
は
、
国
語
・

数
学
・
理
科
の
３
教
科
と
も
全
国
・

全
道
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

○�

観
点
別
集
計
は
、
国
語
・
数
学
の「
知

識
・
技
能
」は
全
国
・
全
道
平
均
を

上
回
り
ま
し
た
が
、「
思
考
・
判
断
・

表
現
」は
下
回
り
ま
し
た
。
理
科
は

２
観
点
と
も
全
国
・
全
道
平
均
を
下

回
り
ま
し
た
。

○�

各
教
科
と
も
、
個
人
思
考
と
交
流
場

面
を
取
り
入
れ
た
学
習
活
動
の
一
体

化
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

○�

中
学
生
も「
２
時
間
以
上
」の
割
合
が

低
く
、「
30
分
以
下
及
び
全
く
し
な
い
」

の
割
合
が
高
く
、
家
庭
学
習
の
時
間

が
短
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○�「
休
日
の
家
庭
学
習
の
時
間
」に
つ
い

て
も
、
小
・
中
学
校
と
も
平
日
と
同

じ
く
短
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○�「
読
書
が
好
き
で
す
か
」で
は
、
小
・

中
学
校
と
も
に
全
国
平
均
よ
り
低
く
、

「
平
日
の
読
書
の
時
間
」に
つ
い
て
は
、

小
学
生
が
短
く
、
中
学
生
は
比
較
的

確
保
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

令和７年度全国学力・学習状況調査の結果
　この調査は教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るこ
と、児童・生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立て
ることを目的に平成19年度から実施されています。
　令和７年度は小学校６年生50名、中学校３年生45名が例年の
国語と算数・数学に理科を加えた３教科と、生活習慣や学習環境
等に関する質問紙調査に取り組みました。本年度の本町の集計結
果の全国 ･全道との比較及び課題についてお知らせいたします。

　全国の集計結果でも、小・中学生ともに学校の
授業以外の学習時間が、平日、休日いずれも減少
傾向にあり、本町でも同様の傾向が見られます。
　また、読書が好きな児童生徒ほど教科の平均正
答率が高い傾向にあることが示されています。
　家庭学習や読書がしっかり定着できるように、
学校と家庭が連携して取り組むことに課題があり
ます。
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川
　
柳

・
期
待
す
る
コ
ス
モ
ス
の
よ
な
世
界
に
ネ
！�

和
田
　
節
子

・
半
袖
で
駆
け
る
我
が
子
に
あ
き
も
こ
ず�

小
野
寺
　
僚

町 
民

文
芸

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

次
回
は
高
徳
の
平
田
航
也
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
海
斗

さ
ん
か
ら
航
也
さ
ん
へ
一
言
。「
飲
み
に
行
こ
う
！
」

◆
士
幌
で
好
き
な
も
の

　
田
舎
す
ぎ
る
風
景

◆
無
人
島
に
一
つ
持
っ
て
い
く
な
ら

　
ウ
ミ
ガ
メ（
脱
出
す
る
の
に
）

◆
旅
行
に
行
く
な
ら

　
山
形
県
（
銀
山
温
泉
）

　
海
斗
さ
ん
は
、
士
幌
町
出
身
で
音
更
高
校
に
入
学
。
卒
業
後

は
、
地
元
で
働
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
色
々
な
仕
事
が
で

き
る
士
幌
町
職
員
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
産
業
振
興
課
に
所
属
し
て
お
り
、
商
業
関
係
や
職
業

紹
介
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
法
律
や
規
則
な
ど
覚
え

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
大
変
と
話
す
海
斗
さ
ん
で
す
が
、

異
動
が
あ
っ
て
色
々
な
こ
と
を
知
れ
る
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
を

感
じ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
趣
味
は
映
画
鑑
賞
、
ゲ
ー
ム
。
海
斗
さ
ん
イ
チ
オ
シ
の
映
画

は
パ
イ
レ
ー
ツ
オ
ブ
カ
リ
ビ
ア
ン
の
よ
う
で
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン

系
が
好
き
で
マ
ー
ベ
ル
シ
リ
ー
ズ
も
見
て
み
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
３
Ｄ
Ｓ
で
妖
怪
ウ
ォ
ッ

チ
を
し
た
そ
う
で
す
。

　
最
近
は
深
夜
に
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
に
ハ
マ

っ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
こ
だ
け
の
話
し
、
ち
ょ
っ
と
太
っ
ち
ゃ

っ
た
ん
だ
と
か
…

　
そ
ん
な
海
斗
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
い
て
み
る
と
、

「
字
幕
の
み
で
洋
画
を
見
れ
る
よ
う
に
英
語
を
勉
強
す
る
！
」と

意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

★
好す

き
な
こ
と

　
ゲ
ー
ム
、
サ
ッ
カ
ー
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

★
好す

き
な
食た

べ
物も
の

　
ポ
テ
ト
、
カ
レ
ー
、
か
け
う
ど
ん

★
得と
く
意い

な
こ
と

　
ボ
ー
ル
を
投な

げ
た
り
蹴け

っ
た
り
す
る
こ
と
、

�

ス
キ
ー
、
こ
ま
、
け
ん
玉だ
ま

★
最さ
い
近き
ん
嬉う
れ
し
か
っ
た
こ
と

　
大た

い
会か
い
の
400
ｍ
リ
レ
ー
で
金き
ん
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
こ
と

★
士し

幌ほ
ろ

の
好す

き
な
と
こ
ろ　
鳥と
り

し
ん
、総そ
う

研け
ん

の
体た
い

育い
く

館か
ん

★
将し
ょ
う

来ら
い
の
夢ゆ
め　
サ
ッ
カ
ー
選せ
ん
手し
ゅ
に
な
る
！！

★
今こ
と
し年

頑が
ん

張ば

り
た
い
こ
と

　

�

ス
キ
ー
の
大た
い

会か
い

で
優ゆ
う

勝し
ょ
う

し
た
い
！

高
徳河か

わ

部べ

　
海か

い

斗と

　
さ
ん

士
幌
小
学
校
２
年

鎌か
ま

上が
み

　
朔さ

玖く

　
さ
ん

夢
は
吹
き
替
え
・
字
幕

な
し
で
映
画
鑑
賞
！

め
ざ
せ
！
優ゆ

う

勝し
ょ
う

！！

�

ザ

The
ス
ポ
ー
ツ
少し

ょ
う

年ね
ん

短
　
歌

・
我
が
植
え
し
木
に
初
め
て
の
実
が
な
り
て
う
れ
し
く
な
り
て
絵
手
紙
に
書
く�

�

清
水
　
さ
よ
子

・
被
災
地
に
呆
然
と
立
つ
人
々
に
か
け
る
言
葉
な
く
心
よ
り
そ
う�

�

三
木
　
悦
子

・
虫
の
音
も
高
く
な
り
ゆ
く
空
は
る
か
無
窮
の
瞬と

間き

流
星
と
ぶ�

�

汀
焉

・
面
会
日
今
日
か
明
日
か
と
指
を
折
る
会
え
て
う
れ
し
い
ほ
ほ
笑
み
か
わ
す�

�

睦
子

今こ
ん

月げ
つ

の

　
し
ほ
ろ
っ
子こ

俳
　
句

・
秋あ

き

日び

よ

り和
百
歳
め
ざ
す
叔お

母ば

に
逢あ

う�

和
田
　
節
女

・
秋
祭
り
出
番
待
つ
稚
児
装
束�

研
紀

・
境
内
で
お
茶
を
一
服
秋
の
風�

研
紀

・
工
場
の
煙
ゆ
っ
く
り
天
高
し�

水
音

・
秋
の
空
追
わ
れ
る
よ
う
に
豆
脱お

穀と

す�

水
音
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したしみ図書館（総合研修センター内　電話５－２２８１）【開館時間】10時00分〜18時00分まで
https://www.ik.licsre-saas.jp/shihoro/webopac/index.do

【児童書】
この森をつくるのは� （小寺卓矢）
くも� （しおたにまみこ）
まきさんのソフトクリーム
� （柴田ケイコ）
あらしの島で�（シドニー・スミス）
くまのおやこのきょうはさかなつ
り� （エリン・E・ステッド）
ねこのいえで� （高橋和枝）
おっ！� （高畠純）
ひとつひとつのいのちに
� （マーラ・フレイジー）
石のひみつ図鑑� （柴山元彦）
作って発見！西洋の美術３
� （音ゆみ子）
みんなが知りたい！文字のひみつ
� （｢文字のひみつ ｣編集室）
ランドリーの迷子たち
� （シャネル・ミラー）

【一般書】
本を読む人はうまくいく
� （長倉顕太）
とかちの自然こばなし�（大石拓人）
作業療法士になるには�（濱口豊太）
だれでも防災� （鍵屋一）
地震に強い収納の基本�（松永りえ）
最強にわかる死とは何か
� （田沼靖一）
お米がもっと好きになる。炊き
方、食べ方、選び方�（柏木智帆）
韓国ドラマ沼にハマってみたら
� （角田光代）
明日の幽霊は踊らない�（赤川次郎）
ありか� （瀬尾まいこ）
マスカレード・ライフ�（東野圭吾）
本でした� （又吉直樹）
森の端っこのちび魔女さん　６
� （夜凪）

★翠雨の人
� （伊与原新）
　少女時代、素朴な疑問
を抱いたことから理系の
道を選んだ猿橋勝子。戦
時下で科学と戦争の関係
を問い続けた勝子は、戦
後、ビキニ水爆実験によ
る放射能汚染の実態究明に打ち込んで
いく―。『波』連載に加筆修正。

★すごすぎる音楽の図鑑
� （反田恭平）
　音楽はとても楽しいも
の。クラシックを主に取
り上げ、音楽のきほんか
ら、楽器、名曲と作曲家、
オーケストラ、音楽トリ
ビアまでを写真や図版と
ともに紹介します。動画を視聴できる
QRコード（図書館利用可）付き。

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
附
・
寄
贈

▼
み
ん
な
で
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
事
業

藤
井　
淳
一
さ
ん�

10
万
円

▼
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
町
長
が
必
要

と
認
め
る
事
業

上
野　
操
さ
ん�

10
万
円

《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

▼
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
を
つ
く
る
事
業

北
王
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社（
帯
広
市
）

�

100
万
円

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
》

和
田　
晴
男
さ
ん

�

箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ　
他

植
原　
誠
さ
ん�

と
う
き
び

山
口　
ク
ニ
子
さ
ん�

タ
オ
ル　
他

菊
地　
博
明
さ
ん　
　
　
　

�

す
い
か

市
街
北
老
人
ク
ラ
ブ　

�

箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ

内
藤　
不
二
夫
さ
ん　

�

か
ぼ
ち
ゃ

★
お　
く　
や　
み
★

石
田　
菊
江
さ
ん（
96
歳
）�

下
居
辺
第
一

川
村　
ト
ミ
さ
ん（
96
歳
）�

高　
徳

�

（
９
月
15
日
受
付
分
ま
で
）

★★今月の休館日★★
7、 14、 21、 28日
（毎週火曜日）

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は

よ
り
多
く
の
情
報
を

配
信
し
て
い
ま
す
。

登
録
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

暮らしのカレンダー 10月
日にち 行　　　　　　　事 場所

1 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～15:00 パパママ教室① 保セ

2 ㊍
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:10 受付 もぐもぐ教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

3 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 保セ
9:00～11:30 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:20 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
4 土
5 日

6 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30 ～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～11:00 ぴよぴよ広場 中児
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）

7 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:30～11:30 スマイル教室 認定こ
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～14:30 ふまねっと タウン

8 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～15:00 パパママ教室② 保セ

9 ㊍☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

10 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 わんぱくの日 認定こ
10:00～10:30 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
11 土
12 日
13 月

14 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:00～11:30 キッズ・クラブ 認定こ
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

15 ㊌

☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
10:00～10:10 受付 むし歯予防教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
13:30～14:30 ふまねっと 中士幌

日にち 行　　　　　　　事 場所

16 ㊍☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
受付時間は個別通知 乳児健診 保セ

17 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆ 9:30～11:30 おひさまの日 認定こ
10:00～10:30 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）
18 土
19 日

20 ㊊
9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ

☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～15:00 認知症カフェ もりくま

21 ㊋
☆10:00～11:00 かぼちゃの日 上居辺
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ
13:30～14:30 ふまねっと タウン

22 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
9:30～11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

23 ㊍
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
13:00～15:00 認知症講演会 総研

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

24 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:30 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（日本脳炎・二種混合）
25 土
26 日

27 ㊊
9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ

☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

28 ㊋
☆ 9:30～11:30 なかよくあそぼ 中児
9:30～11:30 早期介入運動教室 保セ
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

29 ㊌☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

30 ㊍☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

31 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:30 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 保セ

（BCG・麻しん風しん混合）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
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保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション
認定こ→認定こども園なかよし
国保 →国保病院

タウン→タウンプラザ
総研 →総合研修センター
中士幌→中士幌地区公民館
もりくま→みんなのもりのくまさん
上居辺→上居辺保育所前

【凡　例】

※�子育て支援は０歳児から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象です。また、キッズ･クラブは会員登録制です。� �
☆印のお問い合わせや子育ての相談は子育て支援センター（電話７－４１０２）または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで

※�まる元運動教室は、地域包括支援センター（電話５－２１８８）にご相談ください。
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